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6月10日 名古屋港管理組合議会 山口清明議員

高潮防波堤・堀川口水門・港湾労働者の避難など

地震・津波に的確に対応した防災計画を
名古屋港管理組合議会は、6月10日、本会議を開き、

議長選挙ののち、山口清明議員が、費用弁償の見直し

条例や名古屋港の防災対策などについて質問しました。

高潮防波堤の耐震化や防災計画見直しを

東日本大震災に学び、被害想定の見直しや津波対策

など防災計画の変更が必要です。山口議員は「国や県・

市の動向を待つのではなく、緊張感を持って速やかに

見直せ」と求めました。とりわけ老朽化した高潮防波

堤や防潮壁、防潮扉の耐震性や液状化による機能不全

への対策を進めるよう求めました。

最高潮位で開放・変化に対応できない堀川口水門

堀川口水門は「津波が来る時は閉まる」というのが

地域の人の認識でした。山口議員は実際の潮位グラフ

や水門の開閉時間を示し

ながら「津波警報が出て

もあいたまま、閉鎖して

も引き波で水門が壊れる

からと開放、その後閉鎖

したが、最高潮位持には

開放状態」という混乱し

た実態を示し、今後の対策

を求めました。管理組合は

「緊急時の職員常駐もふく

め、確実な対応をめざす」

と答えました。

港湾労働者の避難計画
など万全の防災計画を

仙台港では津波で港湾労働者が亡くなっています。

山口議員は「市町村の避難勧告まかせではなく、的確

な避難誘導や実効ある避難訓練などは必要だ」と指摘

し、コンテナや車の流出防止対策などを求めました。

港湾の重点集中整備の手法は間違い

国は国際戦略港湾の「選択と集中」でコンテナで２

つに絞り、一方バルクでは絞り切れず穀物に応募した

６港すべてを選定しました。山口議員は「極端な集中

より、適切な分散配分のほうが安全。選択と集中は間

違いではないか」とただしました。

市長も「検証する」「言われる通り」

防災対策の質問に対し、市長は「山口さんは詳しい

でいろいろ教えていただいて」として、「当局の言う

ことをほんとかどうか検証したい」と答えました。国

際戦略港湾についての「選択と集中」についても「」

言われる通ことは全く正しい」と答え、専任副管理者

も、釜山対策での選択と集中には「ちょっとおかしかっ

た」と答えました。

減税日本も自民・民主も条例提案をせず

議員報酬・費用弁償の廃止など先送り
名港議会などの一部事務組合の報酬廃止や費用弁

償の実費化（現在は１日１万円の定額制）は、減税

日本ナゴヤが条例提案を見送り、対案を予定してい

た自民・民主などもそれに合わせて提案を見送った

ため、議会改革は進みませんでした。日本共産党は1

議席しかないため条例提案をすることができません

でいたが、議員報酬廃止や費用弁償の見直しは直ち

に行うべきだと主張し、議会閉会中も検討を続ける

ことになりましたました。

堀川口水門（向うが海）

質問する山口議員と
管理者（河村市長）
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